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【はじめに】従来我々は誘電分散解析(DDA：Dielectric Dispersion Analysis)を用いて，リポソーム－タンパ

ク質間相互作用の評価を行ってきた。単一のプローブを用いて計測するため，複数の溶液を測定する際に

は次の測定対象溶液を測定するために，一旦プローブ先端を洗浄する必要があるが，従来はこれらを手動

で行っていた。本研究では自動で連続的に複数のターゲット溶液の測定を可能とするアレイデバイスの開

発を新たに行っている。これにより，複数ターゲットのデータ取得が高効率にできるようになり，今後統

計分析も容易になることが期待される。 

従前我々の研究により，リポソームの誘電スペクトルの内 1～5 GHzの範囲で 2種の誘電緩和が発生する

ことが分かっているが，リポソームにターゲット分子であるタンパク質を添加するとそれらの誘電緩和幅

の大きさが変化することを確認したため，この緩和幅の変動を観察することでリポソーム－タンパク質間

相互作用を評価できる可能性を得た[1, 2]。今回のアレイデバイスによる測定でも，この範囲における誘電

緩和に注目し，従来の単一プローブ DDA 測定系での測定結果と比較して上記相互作用を検討することで，

DDAにおけるアレイデバイス化を検討した。 

【実験内容・結果】今回新たに作製したアレイデバイス測定系を Fig.1 に示し，アレイ内セル配置を Fig.2

に示す。ステージには計 16個の測定用セルと 3個の洗浄用セル，そして自動測定時のプローブ基準点とな

るリセットポイントが 1 個配置されている。全セル連続測定時に異なる種類のリポソーム－タンパク質間

相互作用を正確に測定するためには，同一溶液を測定した際にセル位置によらず一定の誘電分散特性が得

られなければならないため，測定対象の全セルにおける測定の再現性を調べた。16個の各セル全てにアセ

トンを 50 µL 注入し，洗浄用物質として純水，エタノール，脱脂綿を配置した。高周波校正直後に最初の

セルを測定した後，洗浄用セル A で純水，B でエタノールによりプローブ先端を洗浄し，C の脱脂綿でプ

ローブ先端を乾燥させ，次のセルを測定する。この測定結果を Fig.3 に示す。全 16 点での DDA スペクト

ルは分散が十分小さく，その分散が我々の検討する誘電緩和幅の計算に与える影響はほとんど出ないと考

えている。アセトンの比誘電率は室温 25℃，2 MHzの条件下で 19.1と報告されており[3]，本研究において

同値に近い値が得られた。以上より，本アレイデバイス測定における再現性は高く，リポソームの測定で

も信頼性のあるデータが得られる可能性と考えている。 

 今後，各セルで異なる脂質種のリポソームに分子種，濃度の異なるタンパク質を添加することで，自動

で連続的に複数 16種の誘電分散特性を測定し，それらのデータを PCA(主成分分析)等で統計解析する予定

である。 

    

Fig.1. Developed DDA system      Fig.2. 4×4 cell array with   Fig.3. Dielectric dispersion spectra of acetone 
with an arrayed cell device.        other cells for cleaning    (List in the upper right shows cell number) 

                                 of probe surface. 
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